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前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

委託の有無

事業目的

活動指標
Ｂゾーン整備工事

事
務
事
業
の
実
績

168,147

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

計画・設計・整備

山谷堀広場基本計画

Ｂゾーン整備

18,132

種　別 指標の名称 (単位)
（２９年度）

２５年度

186,279

２６年度 ２７年度

5,003

83,179

成果指標
整備進捗状況

20,360　人にかかるコスト（人件費など）

14,500

0

国庫補助（社会資本整備総合交付金）を活用し、計画的な予算の執行に努めた。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

Ａゾーン第２期整備

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 192,139

今後の方向性

167,111

177,111

165,008

206,639

0

88,483

Ａ･Ｂ･Ｃゾーン整備 山谷堀広場整備

165,081

10,000

12,030

　決算額　　(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

平成２２年度からの整備工事で、区民及び来街者の憩いの場として、利便性・快適性が向上し
た。今後は、桜の保全計画を策定し、維持管理等を充実させ、更なる魅力アップを図っていく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

多くの区民及び来街者が公園を利用しており、利便性、快適性の向上に対するニーズは高い。

拡大

評
価
結
果

山谷堀広場の整備により、課題の解決と魅力アップが行え、区民及び来街者の利便性、快適性の向上が図
られた。

4 設計は民間の技術力とマンパワーを活用し、効率的に行うことができた。

4

事業区分

公共事業

平成２８年度　事務事業評価シート

（２）快適で利用しやすいまちづくり

台東区福祉のまちづくり条例根拠法令等

事業対象

事務事業名

　

公園課

行政計画 事業NO. 79 計画事業名
事業の開始・終了年度

緑と水辺を活かす隅田公園づくり

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①快適な都市空間と良好な都市景観の創出

条例・規則

長期総合
計画体系

73

78,177

山谷堀広場整備工事

工事に伴う設計業務委託

目的達成度 4

効率性

-設計・整備 Ａゾーン第２期整備工事

10,000

15,303

山谷堀広場工事設計

必要性

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

平成２７年度山谷堀広場整備工事に向け、現状を踏まえ、設計内容の修正を行った。

0

98,483

一部委託

隅田公園山谷堀広場の整備をする。
【２７年度における主な整備内容】
　・山谷堀広場再生工事　　　　　　　　　　　広場拡張整備、災害用施設整備ほか
　・サクラ移植・支障木撤去等工事　　　　　広場整備に支障になるサクラの移植・撤去
　・災害用井戸設置工事　　　　　　　　　　　非常用トイレマンホールの排水

補助金の有無

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
国

緑と水辺を活かす隅田公園づくり   （園地整備）

隅田川の水辺空間を活かしたまちづくりを推進するため隅田公園の充実、魅力アップを図り、にぎわい・誘客に寄与する公
園づくりを行う。

 [基本目標]

一般区民等

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-１．個性を活かしたまちづくりの推進

 [施　　策]

事業内容


